ョ オルの やうに、 処女作の ロングラン によって 産 を 成 

すと いふ 男 も 出て 来る わけで ある。 尤も、 劇作家が 興 

行者な みの 投機心 を 起す 危険 も、 そのため になく はな 

く、 そのこと 自体の 善し悪し は 問題の 外で あるが、 と 

も かく、 小説家に しても、 いは ゆる ブック -メ ェカァ 

がない わけで はない の だから、 その 一事 を 以て、 劇作 

の 仕事 を 不純な りと 断 じる わけに いくまい。 つまり、 

私の 言 ひたい こと は、 戯曲 作家 も、 小説 作家の 如く、 

専業が 成り立つ とい ふこと なので ある。 

わが国の 場合 を考 へて みると、 専門の 劇作家と して 

生涯 を 送った の は、 おそらく、 名 もな き座附 作者 をの 



藤 井真 澄、 水木 京 太、 能 島武文 等が あった。 私 も、 そ 

の 頃、 第一 作 を 演劇 新潮と いふ 雑誌に 発表す る 機会 を 

与 へられた ので ある。 
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以上のと ほリ、 昭和の 初め 頃までに 戯曲 家と して 初 

登場 をした 人々 のうち、 今日、 専ら 劇作 を もって 世に 

立つ と 称し 得る ものの ない こと は、 なんとい つても 淋 



しい ことで ある。 (戯曲 家で も 一方に ちゃんとした 詩 

や 小説が 書け、 或は 詩人 や 小説家で 立派な 戯曲 も 書く 

とい ふこと が どんなに 望ましい ことで あるか、 それ は 

言 ふまで もな いこと である。 ) 

ところが、 すべての 条件が そんなに 変っても ゐ ない 

のに、 昭和 七、 八 年頃から、 劇文学の 新しい 芽が 徐々 

に 根 を 張った やうな 形に なって 来た。 言 ひか へれば、 

劇作の みに 専心して 他 を 顧みない 少数で は あるが 有能 

な 若い 人達が 現 はれ、 現在な ほ、 それらの 人々 は、 執 

拗に 戯曲 を 書き つ 、v けて 倦む 気色が 見えぬ ので ある。 

劇作 は 彼等に とって は、 もはや、 試みで も 気紛れで も 



ない。 況ん や、 生活の 手段の 如きで はさら さらない。 

た、 V た、 V 一 途に、 劇文学の 道に 精進す るが 如く 私に は 

感じられて、 強く 心 をう たれる ものが ある。 

ところで、 さう いふ 作家の 一群が 存在し はじめた 理 

由 は どこに あるか。 前に も 言った とほり、 すべての 条 

件に さした る 変り もない とすれば、 それ は、 わが国に、 

やう やく、 劇文学なる ものが 確立した とい ふこと 以外 

に はない と 思 ふ。 微々 たる 力で はあった が、 これ はま 

さに、 久しき に亘る 新劇 運動の 賜で ある。 そして、 も 

う ひとつ は、 文壇 ヂャ アナ リズムの、 時に 消長 は ある 

が、 戯曲 そのもの に対する 寛容な 取扱 ひで ある。 更に 



側と して は、 まだまだ 慾 を 言 ひたいと ころで あらう が、 

しかし、 公平に みて、 読み物と しての 戯曲 を これ くら 

ゐ取リ あげれば、 まづ、 劇場に 代って 新人 を 世に 送る 

機会 は少 いと は 言 へ な いで あらう。 

た >、 私の 印象から 言へば、 一般 編輯 者 は、 戯曲に 

対して は 標準 を どこに おく かの 自信がない やうで ある。 

小説の 場合 だと、 当否 は 別と して、 それぞれ 一家の 見 

識を備 へて ゐる やうに 思 はれる 編輯 者で も、 戯曲の 場 

合 は、 つい、 名前の み を 当てに する 傾向がない でもな 

い。 ポスタ— • ヴァ リュウ だけで 用の 足りる 一 面 も 察 

せられる けれども、 新人 発見の 熟慮 を 小説との バラン 
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さて、 第三の 外国 トォ キイの 影響に ついては、 事、 

微妙であって、 すこし 独断になる かも 知れぬ が、 私 は、 

ほんとの 影響と は、 実は さう いふ もので はない かと 思 

ふ。 誰が、 どんな 作品で、 外国 トォ キイの 影響 をみ せ 

てゐ るな どと 言へ る やうな もので はない。 そもそも ト 

ォ キイが 輸入され はじめた 頃から、 われわれ は、 外国 



来の 如何なる 劇場 も はっきりした 目標に して ゐ なか つ 

たやうな、 ロング • ランの 興行に 堪 へる 「どっしりし 

た」 戯曲の 生産が 促される であらう。 

そこで、 戦後の 劇 文壇の 動向 は、 この 実験 劇場に 興 

味 を もつ もたぬ は 別と して 既に その 曙光 をみ せて ゐる 

野心 的な 機運 を徐々 に 推し 進め、 一大 飛躍 を 遂げる の 

ではない かと 思 はれる。 それ は、 いろいろな 意味に 於 

て 、v ある。 

まづ、 第一 に は、 文学と しての 著しい 飛躍で ある。 

戯曲 は、 戯曲の 本質 を 置き去り にした 文学的 飛躍 は あ 

リ 得ない。 私が 嘗て、 戯曲 は 詩 や 小説に 比べて その 進 



作家 は掛 値な く 一 一十 年の 歩み を ちゃんと 歩んで ゐる。 

文学界に 若し 戦後派と 呼ばれる ものが あると したら、 

劇文学の うちに かゝ る 色彩が 認められる だら うか。 に 

はかに それ は あると 断定し かねる けれども、 最近 戯曲 

を 書き はじめた 新人のう ちに は、 たしかに 従来と 違つ 

た、 しかも、 なに かしら 戦争と いふ 波 をく、 V つた 精神 

の 相貌 を 戯曲の 形式に 盛らう とする 意図が うか、 V へな 

く はない。 しかし、 若い 世代の か、 る 志向 は ともかく、 

戦後の 劇 文学界 を 見 わたして、 特に 活潑な 動き をみ せ、 

その 作品 を 通じて 新しい 自己の 世界 を 開拓し ようと 試 

みて ゐる 作家の 多く は、 たと へその 名前が 戦後 はじめ 



帰れば、 その 社会 劇 は 今日の 問題 を 正しく 捉 へる であ 

らう。 

た V、 これらの 作家の 業績 は、 なに は ともあれ 過去 

につな がる もの を もって ゐる けれども、 まったく 新し 

く 劇 文壇に 名乗 を あげた 数名の 作家に ついては、 私自 

身、 それが た、 V 未知数 だとい ふこと だけで も、 将来が 

楽しみで ある。 なかには、 木 下 順 二の やうに、 既に 戯 

曲 家と して 危げ のない 大作 を 示して ゐる もの も あるが、 

一方で は、 加 藤 道 夫の やうに、 未完成と 言へ る 華麗な 

才能の 持主 も ある。 

さう かと 思へば、 福 田 恆存の 如く、 戯曲 形式 を 大胆 



に 駆使して 一 個の 鋭い 演劇 論 を 試みる 珍しい 頭脳 も 出 

て 来る。 小説 界の 新人、 三 島 由紀夫 は、 処女 劇作 「火 

宅」 でみせた 巧者ぶ り を、 その 小説の やうに 取材の 新 

味に よって 一層 引 立た せる ことができたら、 その 将来 

は 大いに 期待が できる。 
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今や、 戯曲の 貧困 を 云々 すべき 時で はない。 それ は 



r フィガ 口の 結婚」 を 選んだ。 ピカデ リイ 劇場で 少く 

とも 一 ヶ月 上演で きる 日本の 現代劇 は 一 つもない とい 

ふ 断定に 基く ものと しか 考 へられない。 私 も、 ちょつ 

と 首 は ひねる が、 結局、 さう かも 知れぬ と、 同感の 意 

を 表せざる を 得ない ので ある。 

俳優 座の ホ— プは 真船豊 だと 聞き及んで ゐる。 それ 

なら、 この 際、 なぜ 真 船豊の 作品 を 取り あげない か。 

私の 考へ では、 やり やうに よって、 可能 だと 思 ふが、 

第一 回 は 慎重に 興行成績 を ある 程度まで 挙げよう とい 

ふ 意図なら、 なるほど、 真 船豊の 「いたち」 でさへ も 

ちょっと 危険 かも 知れぬ。 少く とも、 興行成績 は、 今 



れ ほど 明確に は 頭 にないと いふの が、 実状で ある。 た 

また ま 新 劇団の いづれ か、 V 上演の 機会 を 与 へたと して 

も、 せいぜい、 小 劇場で 十五 日間 続ければ、 それでお 

しま ひで ある。 その 程度の 観衆の 数 は、 実際 は、 劇団 

の 名 だけで 引き寄せ 得る とみて よいので ある。 どの 作 

者 も 云 は >、 多くの場合、 劇団の 常連 を 相手に 取り組 

んでゐ ると いふ 有様で あるから、 どうい ふ 点から 言つ 

て も、 責任が 軽い。 仮に 不入りの ため 経済的な 負担が 

かゝ ると すれば、 これ また、 劇場 か 劇団の みが これ を 

背負 ひこみ、 作者 は、 涼しい顔 がして ゐられ たので あ 

る。 



至らぬ であらう 
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劇文学の 最大の 敵 は、 わが国に 於て は、 あたかも、 

俗衆と これに 迎合す る こと 以外に 考へ ぬ 商業 劇場で あ 

るかの やうな 通念が できて ゐた。 この こと 自体 は 別に 

誤りで はなから う。 たしかに、 演劇 を 堕落せ しめた 一 

半の 責 ild は 卑俗 趣味の バッコ である。 そして、 その 卑 



はない が、 戯曲に あって は、 本質的に 「流動す る もの」 

がすべ ての すがたでなくて はならぬ 以上、 どんな 深い 

思索が 潜んで ゐ ようと、 観客 (読者 を も 含めて) を 瞬 

時 も 舞台の 進行から 引き はなして はならぬ こと は 言 ふ 

まで もない。 

興味本位の メロドラマ はしば らくお き、 すぐれた 文 

学 作品で も あり、 同時に 上演の 結果 も 上々 とされて ゐ 

る 古今の 戯曲 をみ ると、 この 点が 非常に はっきりして 

ゐる やうに 思 ふ 。 無条件に で も 観衆 の 興味 を惹 くやう 

な、 「ある もの」 がつ ねに 舞台 を 進行 させ、 その 面白さ 

の 裏に、 ちょうど 波紋が ひろがる やうに、 「深い 意味」 



しかし、 また、 普通の 観衆 は、 自分の 頭脳から 生れる 

はずの ない 思想 を も、 舞台 を 通じて、 自分が それ をよ 

く 理解し 得る やうに 感じ、 時に よれば、 「教 へられ」 て 

ゐる こと さへ 気づかず して、 作者が 巧みに 自分の 代弁 

をして ゐ るの だと 思 ひこむ ので ある。 かう いふ 錯覚 は 

しかし、 一般の 観衆に とって は、 楽しい 錯覚で、 か、 

る 錯覚 を 与へ 得る 作者 こそ、 私 は 老巧な 劇作家 だと 思 

ヽ o 
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らく、 既成の 文学に みられない 「新しい」 大衆性が あ 

るので あらう。 

フランスの 劇評 家が、 いは ゆる 先駆 的 戯曲 家の 作品 

を 評して、 屢々 art は あるが、 metier が 乏しい、 と 言 

つたの を 覚えて ゐる。 つまり 芸術 は あるが、 技術が 貧 

しい、 とい ふので ある。 わが国で も、 文学に 関して こ 

の 種の 区別 はいろ いろな 表現で 繰り返された。 

私 は、 この 区別 を それほど 信じない ものであるが、 

た、 V わが 劇文学に ついて 言へ る こと は、 「芸術」 の 意味 

をもう 少し ひろげても よく はない か、 とい ふ 一事で あ 

る。 
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